
0405

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
27
号　

平
成
24
年
８
月
１
日
発
行
）

〈
議
会
あ
れ
こ
れ「
議
会
本
会
議
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」・・・
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
役
所
３
階
議
会
傍
聴
席
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
次
回
の
定
例
会
の
日
程
は
最
終
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。〉

質
　
趣
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い

小
森 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
ス
キ
ー
で

す
。
最
近
は
健
康
を
意
識
し
な
が

ら
で
す
け
ど
（
笑
）

質
　
好
き
な
人
物
は

小
森 

織
田
信
長
で
す
。
彼
の
「
決

断
力
」
が
好
き
で
す

質
　
好
き
な
言
葉
は

小
森 

「
ま
っ
す
ぐ
」「
真
剣
」

質
　
好
き
な
農
産
物
は

小
森 

味
来
（
と
う
も
ろ
こ
し
）
で

す
（
即
答
さ
れ
ま
し
た
）

質
　
議
会
運
営
に
つ
い
て
思
う
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か

6月定例会の概要6月定例会の概要

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
か

ら
、
市
政
の
推
進
に
特
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
24
年
深
谷
市

議
会
第
２
回
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

議
長
・
副
議
長
の
要
職
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

そ
の
重
責
を
痛
感
し
身
の
引
き
締

【
こ
れ
ま
で
の
経
緯
】

未
納
額
が
議
会
で
課
題
に

　「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
デ

ル
温
室
」
は
、
国
と
県
か

ら
補
助
金
を
受
け
、
約

５
億
５
千
万
円
か
け
、
平

成
11
年
に
完
成
し
た
市
の

施
設
で
あ
る
。同
施
設
は
、

農
事
組
合
法
人
「
深
谷
オ

ー
キ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ム
」
と

賃
貸
契
約
を
結
ん
で
い
た

が
、
平
成
18
年
度
以
降
、

市
へ
の
賃
貸
料
が
滞
っ
て

い
る
こ
と
が
、昨
年
９
月
、

決
算
特
別
委
員
会
、
市
民

産
業
分
科
会
で
問
題
視
さ

れ
た
。滞
納
額
は
賃
貸
料
、

違
約
金
を
合
わ
せ
１
億
円

を
上
回
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

問
　
調
停
の
申
立
て
を
す
る

理
由
は
。

答
　
３
月
に
契
約
解
除
通
知

を
行
っ
て
い
る
が
、
改
め
て

未
納
金
の
催
告
、
９
月
28
日

ま
で
の
退
去
義
務
に
つ
い
て
、

公
の
場
で
話
し
合
っ
て
い
き

た
い
。

問
　
未
納
金
が
約
１
億
円
も

あ
る
が
、
調
停
が
う
ま
く
い

く
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
調
停
委
員
が
双
方
の
主

張
を
聴
き
、
法
律
に
照
ら
し

解
決
案
を
提
示
す
る
た
め
、

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
円
滑
な
議
会
運
営

の
た
め
に
、
中
立
公
正
を
旨
と
し
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
努
力
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
地
方
分
権
社
会
の
進
展

や
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
に

あ
っ
て
、
地
方
自
治
体
は
、
自
ら

政
策
を
決
定
し
、
自
ら
の
責
任
の

も
と
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
議
会
の
果
た
す
役
割

と
責
任
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
深
谷
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
議
会
と
執
行
部
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
の
も
と
、
市
民
の
ご

意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

調
査･

監
視
機
能
と
政
策
立
案
機

能
を
発
揮
し
、
深
谷
市
の
更
な
る

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め

に
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

小
森 

活
発
な
議
論
が
行
え
る
環
境

づ
く
り
に
配
慮
し
て
い
き
ま
す

質
　
議
会
改
革
は
進
め
ま
す
か

小
森 

も
ち
ろ
ん
で
す
。
前
年
度
か

ら
の
引
き
継
ぎ
事
項
を
継
続
審
議

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
（
３

年
間
）
の
改
革
に
つ
い
て
は
一
度
、

検
証
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す

契
約
に
基
づ
い
た
対
応
を

市
側
に
要
請

　
決
算
委
員
会
分
科
会
で

は
議
員
か
ら
の
質
疑
が
集

中
し
た
。こ
の
件
に
関
し
、

日
程
を
改
め
、
事
実
確
認

及
び
課
題
の
整
理
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
市
側
の
瑕か

疵し

は
な
く
、
そ
の
上
で
契
約

に
基
づ
い
た
対
応
を
市
側

に
要
請
し
た
。

　
市
側
も
長
年
決
断
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
件

で
あ
っ
た
が
、
議
会
判
断

が
後
押
し
と
な
り
、
３
月

15
日
の
議
員
全
員
協
議
会

の
承
認
を
得
て
、
法
人
に

対
し
契
約
解
除
通
知
書
の

送
付
を
行
っ
た
。

と
に
か
く
調
停
の
中
で
話
し

合
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
調
停
が
不
調
で
あ
っ
た

場
合
、
高
額
な
訴
訟
費
用
を

か
け
な
い
で
強
制
執
行
す
る

と
い
う
方
法
が
あ
る
の
か
研

究
で
き
な
い
の
か
。

答
　
弁
護
士
と
相
談
し
な
が

ら
市
に
と
っ
て
一
番
良
い
方

策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
市
民
も
議
会
も
解
決
を

望
ん
で
い
る
。
今
後
の
市
の

方
針
は
。

答
　
催
告
等
、
法
的
な
求
め

を
し
て
も
解
決
に
至
ら
ず
長

引
い
て
し
ま
っ
た
。
今
回
初

め
て
公
の
場
で
し
っ
か
り
話

し
合
い
を
行
い
、
今
年
度
中

の
解
決
を
目
指
し
て
行
き
た

い
。

調
停
の
申
立
て

新
議
長
決
ま
る

会　派　名（※） 深　　和　　会 志　政　会 公明党 深ク 志民 共産 彩新 無 審
議
結
果

議  員  名

議  案  

為
谷
　
　
剛

小
森
　
秀
夫

柴
崎
　
重
雄

吉
田
幸
太
郎

馬
場
　
　
茂

仲
田
　
　
稔

倉
上
　
由
朗

新
井
　
　
清

松
本
　
政
義

武
井
　
伸
一

清
水
　
健
一

石
川
　
克
正

須
藤
　
邦
男

中
矢
　
寿
子

五
間
く
み
子

三
田
部
恒
明

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

加
藤
　
温
子

加
藤
　
利
江

清
水
　
　
修

清
水
　
　
睦

田
島
　
信
吉

田
嶋
　
　
均

村
川
　
徳
浩

税条例等一部改正の専決処分 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
職員の公益的法人等への派遣等に関する条例を廃止 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
行政組織条例等の一部を改正 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
税条例の一部を改正 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
こども医療費支給に関する条例の一部を改正 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
大里広域市町村圏組合の規約変更 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
埼玉県後期高齢者医療広域連合の規約変更 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
仮称花園公民館工事請負契約 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
市道路線の廃止 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
市道路線の認定 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
公の施設の相互利用に関する協議 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
調停の申立て ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
「防災・減災ニューディール」による社会基盤再構築を求める意見書 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択
再生可能エネルギーの導入促進に向けた環境整備を求める意見書 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択
※会派名は、深クは深谷クラブ、志民は深谷志民の会、共産は日本共産党、彩新は彩新連合、無は無所属です。
※議長は同数のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）

6月定例会　議案に対する各議員の賛否

議
長
・
副
議
長

　
就
任
あ
い
さ
つ

新
議
長
に

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議長　小森秀夫副議長　加藤温子

議 会 で の 対 応
 ９月議会
H23.9.12 決算特別委員会、市民産業
　　　　分科会にて未納金について質

疑集中
 市側の瑕

か

疵
し

は、認められず
	 契約に基づいた今後の方針を

求める
　  11.17 市民産業委員会にて市側の
　　　　「対応方針」報告
 連帯保証を取り付ける等の契

約の変更を行い、未納金の支
払いを求める

 12月議会
　  12.22 市側へ申し入れ
　　　　「省エネルギーモデル温室の

土地建物賃貸料未収に関する
意見」

　  12.28 市側と契約農事組合法人と
の交渉始まる

 その間の交渉過程は市議会へ
その都度報告あり

H24.2.17 ２回目の交渉
　 　2.24 契約法人から契約変更条件

に対し明確な回答なし
　　 3.1　市側から「最終的な意思確

認」を求める
　　 3.6　契約法人の回答は、誠実な

契約履行が望めないもので
あった

 ３月議会
　 　3.15 議員全員協議会にて市の方

針を承認
 契約法人に対し「契約解除通

知書」を発送
 督促書送付後も未納状態が続

く
 ６月議会
　 　6.22  調停の開始を議会で議決

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

ー
議
会
の
初
日
6  
／
  4

　
　
　
　

議
場
に
て
投
票

ー

議長・副議長選挙
投票結果
− 議長 −
　◎小森　秀夫 15 票
　　三田部恒明 9 票
　　須藤　邦男 1 票
− 副議長 −
　◎加藤　温子 13 票
　　清水　　修 2 票
　　加藤　利江 2 票
　　武井　伸一　 1 票
　　無　効　票 7 票

編集委員よりインタビュ
ーを受ける小森議長


